
◎ ＰＣＢ廃棄物の処理状況について（操業開始～平成25年12月31日）

◎ 消防訓練の実施について

◎ 地震避難訓練の実施について

　大 阪 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 事 業 だ よ り  （Ｎｏ.３6）　

 発行人：日本環境安全事業株式会社　大阪事業所平成２6年１月

※処理実績（登録台数比率）  廃棄物個体完了ベース 処理状況 

対象物 近畿２府４県【総数】 大阪市【内数】 

トランス類 ２，０７４台（６４％） １，０４１台（８０％） 

コンデンサ類 ４４，３７５台（６６％） １１，２１７台（９０％） 

ＰＣＢ油類 ９４１本（５８％） ４４９本（９２％） 

    ※大型のＰＣＢ廃棄物は分割前の台数、また、登録台数は平成２５年３月３１日現在の台数で集計しています。

毎年１２月に地震避難訓練を行っています。今年度は１２月４日に実施しました。設備が自動停止す
る震度５弱相当（１２０ガル）の地震が発生したことを想定し、従業員が自分の安全を確保した上で、
ＰＣＢ油などの漏洩のチェック、設備が安全に停止したことの確認、また保安要員を除く全員による決
められた場所への避難を行いました。訓練は毎年行っているので各人が自分の役割を理解して行動する
ことが出来ました。今後も災害に備えた訓練を定期的に行ってまいります。

毎年春と秋に消防訓練を実施しています。１１月１３日に実施した秋の消防訓練では放水訓練、担架
組立及び搬送訓練、テント組立訓練、二酸化炭素消火器の実射訓練を行いました。二酸化炭素消火器を
使った訓練は初めてで、消火器を実射すると二酸化炭素が白煙のように見えることや消火器のホースが
氷のように冷たくなることが確認できました。また、担架の訓練は3年連続で行ったこともあって、ス
ムーズな組立てが出来るようになり、万一担架を使用する様な状況になっても機敏に対応できることを
実感しました。



◎ 施設見学の状況について

当施設の見学者は、操業開始以降、平成２５年１
２月３１日現在で９,１６6名（１,２２8団体）と
なっています。平成２５年１０月から１２月の見学
者数は、火災予防協会の方３７名や自治体・企業か
らなる環境保全連絡会の方２５名をはじめ企業･自
治体の方々等計１４8名（１4団体）でした。
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☆大阪ＰＣＢ廃棄物処理施設見学方法☆
弊社のホームページを参照または総務課へご連絡下さい。
・自由見学・西棟１階情報公開ルーム（月～金曜日の午前１０時から午後４時まで）
・予約見学・西棟１階情報公開ルーム、見学者ホールなど

毎週火、木曜日（午前１０時から・午後２時から）
【問い合わせ】 日本環境安全事業（株）大阪事業所

ＴＥＬ：０６－６４６８－０５７５

ホームページ：http://www.jesconet.co.jp

液処理設備は、西棟の前処理工程で分離され
たＰＣＢを受け入れ、ＰＣＢを化学反応によっ
て分解処理し無害化する設備です。

また、東棟における環境保全上重要な排気監
視設備（オンラインモニタリング）、漏洩監視
設備（漏洩検知器）の信号等も東中央制御室で
監視しています。

ＰＣＢ廃棄物処理施設の紹介シリーズ
～⑩ 東中央制御室 （東棟）編～

東中央制御室の様子

東中央制御室は東棟（液処理設備棟）の２階にあります。
主な役割は、東棟にある液処理設備の運転を３６５日２４時間体制で監視制御する業務です。

１０月 ４日 近畿地区の火災予防協会（３７名）
１１月１２日 近畿地区の自治体職員OB会（１５名）
１１月１４日 近畿地区の自治体・企業からなる環境保全連絡会（２５名）


